
法界が顕現させるもの

仏
教
は
他
宗
教
の
世
界
観
を
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
浄
土
や
天
界
と

い
っ
た
異
世
界
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
一
方
で
は
教
え
が
広
ま
る
に

つ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
語
で
経
典
類
が
記
さ
れ
、
国
と
国
の
間
で
も

差
異
が
生
ま
れ
て
い
く
。
八
世
紀
日
本
国
の
仏
教
修
行
者
に
お
い
て
は
、

梵
語
と
漢
語
、
そ
し
て
和
語
の
違
い
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ
は
印
度
や
唐
が

異
国
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
つ
な
が
ろ
う
。

本
稿
で
は
法
相
宗
の
善
珠
や
景
戒
を
例
に
、
印
度
や
唐
と
い
う
異
国
が

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
考
え
た
い
。

昔
漢
地
に
冥
報
記
を
造
り
、
大
唐
国
に
般
若
験
記
を
作
る
。
何
す
れ

ぞ
た
だ
し
他
国
の
伝
録
に
慎
み
て
、
自
が
士
の
奇
し
き
事
を
信
恐
り

ざ
ら
む
。
輿
に
目
を
起
し
て
囑
れ
ぱ
、
忍
び
寝
む
こ
と
得
ず
。
心
を

居
き
て
思
へ
ぱ
、
黙
然
す
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
珈
側
に
聞
く
こ
と

を
注
し
、
号
け
て
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
と
日
ふ
。
上
中
下
の
参

巻
と
作
て
、
季
の
葉
に
流
ふ
。
（
「
日
本
霊
異
記
」
上
巻
序
）

法
界
が
顕
現
さ
せ
る
も
の

１
唐
と
い
う
「
他
国
」

は
じ
め
に

ト
ポ
ス
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Ｉ
仏
教
修
行
者
の
「
異
界
」
Ｉ

そ
も
そ
も
経
典
に
は
無
数
の
国
の
名
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
『
大
方
等
大

集
経
』
の
事
例
で
は
「
角
宿
」
、
つ
ま
り
星
座
に
属
す
る
諸
国
の
名
で
あ
り
、

景
戒
は
『
日
本
霊
異
記
』
を
自
土
（
日
本
国
）
の
奇
記
と
位
置
づ
け
て

い
た
。
そ
れ
は
今
さ
ら
取
り
上
げ
る
価
値
も
な
い
ほ
ど
自
明
の
事
実
で
あ

る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
自
土
の
書
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
、

必
ず
し
も
解
決
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
序
文
の
一
節
は
、
日
本
国
と
唐
を
同
等
の
国
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

そ
の
よ
う
な
景
戒
の
主
張
を
「
自
土
意
識
」
と
し
て
論
じ
た
も
の
は
少
な

く
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
自
士
は
あ
く
ま
で
仏
国
土
と
し
て
の
日
本
国
で

あ
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
大
和
朝
廷
が
唐
に
対
し
て
、
政

治
的
、
あ
る
い
は
文
化
的
に
対
抗
意
識
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
、
古
代
東

（１）

ア
ジ
ア
の
一
般
論
に
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
。

爾
時
佛
告
梵
王
等
言
。
我
今
以
彼
干
摩
国
。
陀
槙
国
。
悉
支
那
国
。

奈
摩
陀
国
。
陀
羅
陀
国
。
怯
沙
国
。
羅
怯
国
。
畭
摩
国
。
侯
羅
婆
国
。

舍
頭
迦
国
。
頗
闇
婆
国
。
没
遮
波
国
。
此
十
二
国
。
付
嘱
角
宿
摂
護

養
育
。
（
曇
無
識
三
蔵
訳
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
五
十
六
）

渡
部
亮
■■■■■■■

異
界
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仏
は
あ
る
国
の
言
語
に
つ
い
て
、
そ
の
国
に
住
む
人
間
以
上
に
う
ま
く

話
す
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
の
引
用
部
分
は
、
仏
の
超
人
性

を
示
す
も
の
と
し
て
、
後
に
善
珠
「
唯
識
義
燈
増
明
記
』
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
そ
こ
に
「
至
那
国
語
」
、
つ
ま
り
唐
の
言
語
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
国
名
は
比
瞼
で
あ

り
、
他
の
国
名
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
少
な
く

と
も
善
珠
は
こ
の
記
述
か
ら
、
中
国
を
並
行
す
る
仏
国
土
の
一
つ
で
あ
る

東
西
南
北
の
二
十
八
宿
そ
れ
ぞ
れ
の
国
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
地
上
世
界
に

留
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
空
間
に
国
が
存
在
す
る
と
い
う
経
典
の
文
脈
に
景

戒
の
主
張
を
並
べ
た
場
合
、
律
令
国
家
間
の
対
抗
意
識
と
は
異
な
る
論
理

が
浮
か
ん
で
こ
よ
う
。

つ
ま
り
仏
国
士
と
は
、
仏
に
ま
な
ざ
さ
れ
た
単
一
の
世
界
と
い
う
括
り

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
が
並
行
し
て
存
在
す
る
状
態
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
無
数
の
国
々
の
中
に
日
本
国
も
含
ま
れ
る
は
ず
だ
、
と
景
戒
は

主
張
す
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
唐
と
日
本
国
は
別
の
国
で
あ
り
、
別
個
の

仏
国
土
な
の
だ
、
と
い
う
言
説
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
当
た
り
前
の
よ
う
な
主
張
に
は
、
大
き
な
問
題
が
立
ち

はだかる。
謂
仏
若
作
至
那
国
語
勝
在
至
那
中
華
生
者
。
乃
至
若
作
博
喝
羅
語
勝

在
彼
国
中
都
生
者
。
以
仏
言
音
遍
諸
声
境
故
。
彼
伽
他
作
如
是
説
。

復
次
仏
語
軽
利
速
疾
廻
転
。
雛
種
種
語
而
謂
一
時
。
謂
仏
若
作
至
那

語
已
無
間
復
作
礫
迦
国
語
。
乃
至
復
作
博
喝
羅
語
。

（
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
」
巻
第
七
十
九
）

一
つ
目
の
問
答
は
、
「
中
印
度
人
」
の
言
語
と
仏
の
言
語
の
違
い
を
説

い
た
も
の
で
あ
り
、
仏
の
言
語
が
特
定
の
国
の
言
語
を
超
越
す
る
点
を
指

摘
す
る
。
ま
た
次
の
問
答
で
は
、
至
那
の
言
語
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

至
那
国
人
が
聞
け
ば
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
こ
と
を
、
「
一
月
を
見
て
二

月
の
解
を
作
す
が
如
し
」
と
説
明
す
る
。

こ
の
二
つ
の
問
答
は
、
中
印
度
（
梵
）
、
至
那
（
唐
）
と
い
う
二
つ
の
国
と

仏
の
言
語
の
関
係
を
論
ず
る
。
そ
れ
は
並
行
す
る
仏
国
土
を
ラ
ン
ダ
ム
に
取
り

上
げ
る
文
脈
で
は
な
く
、
八
世
紀
日
本
国
の
僧
が
直
面
す
る
二
つ
の
国
、
言
語

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
景
戒
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る

善
珠
は
、
印
度
と
唐
を
同
等
と
す
る
一
方
で
、
そ
こ
に
登
場
し
な
い
日
本
国
と

い
う
構
図
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
伝
わ
っ
て
い
た
経
典
類

に
、
日
本
国
ら
し
い
名
が
登
場
し
な
い
こ
と
は
、
深
刻
な
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

対
し
て
景
戒
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
唐
と
日
本
国
を
同
等
に
位
置
づ
け

た
の
だ
ろ
う
か
。
『
霊
異
記
』
に
は
、
宣
化
天
皇
ま
で
非
仏
教
国
で
あ
っ

た
と
い
う
歴
史
が
語
ら
れ
て
お
り
、
経
典
類
に
日
本
国
名
が
記
さ
れ
な
い

こ
と
は
承
知
し
て
い
よ
う
。
た
だ
し
非
仏
教
国
か
ら
仏
教
国
へ
の
転
換
と

い
う
歴
史
は
、
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
記
述
と
等
し
い
か
の
よ
う
に
見
え

と
認
識
し
た
ら
し
い
こ
と
が
、
次
の
問
答
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

問
。
若
梵
音
教
名
一
音
者
。
中
印
度
人
皆
一
音
説
。
与
仏
何
異
。

答
。
彼
所
説
余
方
不
解
。
如
来
一
音
随
類
得
解
。
故
不
思
議
。

問
。
若
梵
音
如
何
至
那
国
人
聞
至
那
声
。

答
。
聞
梵
音
声
作
至
那
解
。
如
見
一
月
作
二
月
解
。

（善珠「唯識義燈増明記」）
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て
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
「
欽
明
天
皇
よ
り
後
は
三
宝
を
敬
ひ
正

し
き
教
を
信
ふ
」
（
中
巻
序
）
と
は
、
大
和
朝
廷
の
政
治
的
事
象
で
は
な
く
、

欽
明
天
皇
に
よ
る
信
仰
の
選
択
と
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
天
の
命
に
よ
っ
て
日
本
国
の
王
と
な
っ
て
い
る
天
皇
が
、
仏

教
を
選
択
し
た
そ
の
瞬
間
に
、
日
本
国
は
仏
国
土
と
変
じ
た
。
そ
し
て
、

聖
な
る
天
皇
が
統
治
す
る
日
本
国
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
仏
国
土
で
あ
る
こ

と
の
証
と
し
て
、
多
数
の
奇
瑞
が
出
現
す
る
。
そ
う
し
た
奇
瑞
を
、
「
冥

報
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
唐
の
事
象
と
同
等
に
捉
え
た
時
に
、
は
じ
め
て

唐
は
「
他
国
」
と
な
る
。

つ
ま
り
日
本
国
の
仏
教
修
行
者
が
、
唐
（
や
印
度
）
を
「
他
国
」
と
認
識

す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
ん
両
国
を
同
等
に
位
置
づ
け
る
よ
う
な
世
界
認
識

が
必
要
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
奇
瑞
が
た
だ
現
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
奇
瑞
が
同
等
の
仏
国
土
に
お
け
る
事
象
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
も
た
ら

さ
れ
な
け
れ
ば
、
『
霊
異
記
』
の
「
自
土
意
識
」
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
世
界
認
識
が
、
国
々
を
同
等
に
位
置
づ
け
る
の
だ
ろ

う
か
。
善
珠
が
「
一
音
」
を
論
じ
て
い
た
こ
と
は
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

一
般
に
『
薬
師
経
』
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
経
典
は
、
善
珠
が
注
釈
を

の
こ
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
に
は
、
多
く
の
経
典
と

如
是
我
聞
。
一
時
薄
伽
梵
遊
化
諸
国
至
広
厳
城
住
楽
音
樹
下
。
与
大

慈
鍔
衆
八
千
人
倶
。
菩
薩
摩
訶
薩
三
万
六
千
。
及
国
王
大
臣
婆
羅
門

居
士
。
天
龍
薬
叉
人
非
人
等
。
無
量
大
衆
恭
敬
囲
驍
而
為
説
法
。

（
玄
葵
訳
「
薬
師
琉
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
）

２
仏
の
「
｜
音
」
と
諸
言
語
と
い
う
関
係

同
様
に
、
ま
ず
仏
の
説
法
の
場
が
描
写
さ
れ
る
。
婆
伽
婆
（
薄
伽
梵
・
釈

尊
）
の
周
囲
に
、
修
行
の
階
梯
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
無
数
の
人
々
が
集

ま
り
、
と
も
に
そ
の
声
を
聞
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

仏
は
あ
く
ま
で
音
声
を
発
す
る
者
で
あ
り
、
仏
に
よ
っ
て
経
典
が
書
か
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
経
典
の
冒
頭
に
し
ば
し
ば
「
如
是
我
聞
一
時
」

と
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
無
数
の
人
々
の
中
の
誰
か
に
よ
っ
て
「
聞
」
か
れ
た

と
い
う
一
回
性
の
出
来
事
で
あ
り
、
仏
の
教
え
そ
の
も
の
と
区
別
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。
善
珠
「
本
願
薬
師
経
紗
』
で
は
、
「
如
是
」
「
我
聞
」
「
一

時
」
そ
れ
ぞ
れ
を
『
仏
地
経
論
』
に
依
拠
し
つ
つ
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
教
え
の
解
釈
が
各
人
の
自
由
に
任
さ
れ
て
い
る
と

い
う
主
張
で
は
な
い
。
善
珠
は
「
如
是
」
に
つ
い
て
「
仏
地
経
論
」
の
「
二

依
教
誼
。
謂
告
時
衆
。
如
是
当
聴
」
と
い
う
説
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
は
仏

が
「
是
の
如
く
」
聴
く
よ
う
に
諭
す
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
ま
た
「
能
聴
」

す
る
者
は
「
浄
耳
根
」
を
得
て
い
る
と
い
う
説
明
も
あ
り
、
集
ま
る
人
々

自
体
も
選
ば
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
聴
く
者
が
仏
に
等
し
い
存
在
で
は
な
い
以
上
、
人
々
が
得
る

解
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
理
解
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、

こ
れ
も
奈
良
時
代
に
盛
ん
に
読
謂
さ
れ
た
『
維
摩
経
」
の
一
節
が
知
ら
れ
る
。

仏
以
一
音
演
説
法

皆
謂
世
尊
同
其
語

仏
以
一
音
演
説
法

普
得
受
行
獲
其
利

仏
以
一
音
演
説
法

或
生
厭
離
或
断
疑

衆
生
随
類
各
得
解

斯
則
神
力
不
共
法

衆
生
各
各
随
所
解

斯
則
神
力
不
共
法

或
有
恐
畏
或
歓
喜

斯
則
神
力
不
共
法

（『維摩詰所説経」）
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慧
沼
は
聖
教
の
「
一
音
」
を
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
。
一
つ
は
実
際
の

「
音
」
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
伝
え
ら
れ
る
真
理
は
一
つ
、
従
っ
て
「
一

音
」
な
の
だ
と
い
う
も
の
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
一
つ
の
「
音
」
が
聴
く

側
に
無
数
の
解
を
得
さ
せ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
そ
こ
で
慧
沼
が
例
示
す

仏
の
「
一
音
」
に
よ
る
演
説
は
、
衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
に
解
を
得
さ
せ
る

と
い
う
。
「
随
類
」
と
は
先
の
『
薬
師
経
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
修
行
段
階
の
衆
生
が
い
る
こ
と
を
示
す
が
、
具
体
的
な
衆
生
の
姿

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
話
す
者
た
ち
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
衆

生
の
諸
言
語
に
対
し
て
超
越
的
な
仏
の
「
一
音
」
を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ

れ
を
聞
く
者
す
べ
て
の
国
や
言
語
は
同
等
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、

ど
の
よ
う
な
言
語
で
も
．
音
」
を
聞
く
こ
と
は
出
来
る
が
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
言
語
で
も
．
音
」
の
す
べ
て
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
、
と

解
釈
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（２）

地
論
宗
の
菩
提
流
支
は
、
こ
こ
か
ら
「
一
音
教
」
を
唱
え
た
。
す
べ
て

の
仏
の
教
え
を
．
音
」
に
集
約
さ
せ
る
こ
の
説
は
、
唐
の
仏
教
に
も
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
各
宗
派
の
経
論
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

善
珠
や
景
戒
が
依
拠
す
る
法
相
宗
の
場
合
は
、
そ
の
祖
で
あ
る
基
が
菩

提
流
支
説
を
コ
時
教
」
と
呼
び
、
三
時
教
の
法
相
唯
識
と
は
異
な
る
も

の
と
し
て
批
判
し
た
。
し
か
し
弟
子
の
慧
沼
は
こ
れ
を
積
極
的
に
取
り
上

げ
、
善
珠
に
も
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

又
因
論
生
論
。
聖
教
之
中
一
音
法
有
二
不
同
。
一
詞
。
二
法
。
如
無

垢
称
経
。
皆
謂
世
尊
同
其
語
詞
。
或
生
厭
離
。
或
歓
喜
等
法
。

（慧沼『成唯識論了義燈』）

慧
沼
は
問
答
の
中
で
「
一
音
」
を
、
一
刹
那
か
ら
あ
る
者
の
一
生
涯
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
「
こ
を
包
含
す
る
も
の
と
述
べ
る
。
そ
し
て
次
の
問
答
で
は
あ
く

た
だ
し
、
支
那
人
に
は
支
那
音
義
で
話
し
か
け
、
貧
行
者
に
は
不
浄
観
等

を
説
く
と
い
う
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
内
容
を
文
字
通
り
に
受
け
取
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
菩
提
流
支
の
「
一
音
」
と
は
異
な
る
説
明
で
あ
る
。
「
支
那
人
」
へ
の

対
応
は
、
聞
き
手
に
合
わ
せ
た
言
語
を
仏
が
選
択
し
た
だ
け
で
あ
り
、
「
貧
行

者
」
に
「
不
浄
観
」
を
説
い
た
の
も
、
相
手
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
。

慧
沼
が
こ
の
事
例
を
あ
え
て
紹
介
し
た
理
由
は
、
．
音
と
は
梵
音
」

で
あ
る
と
い
う
記
述
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

る
も
の
こ
そ
、
先
に
も
挙
げ
た
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
一
で
あ
っ
た
。

問
随
能
聞
現
声
各
有
殊
。
若
拠
所
詮
法
各
差
別
。
何
名
一
音
。

答
或
一
刹
那
。
或
一
無
漏
。
或
且
随
一
所
詮
之
法
。
或
随
於
一
所

化
之
生
。
或
従
於
如
。
総
得
名
一
・

問
若
爾
何
故
毘
婆
沙
云
一
音
者
。
梵
音
。
若
支
那
人
来
在
会
坐
。

謂
仏
為
説
支
那
音
義
。

答
不
以
小
乗
而
為
定
量
。
既
如
如
意
随
求
雨
宝
。
故
随
生
感
各
各

現
声
。
或
声
清
浄
名
為
梵
音
。
非
必
唯
同
一
梵
音
声
。

（
慧
沼
「
成
唯
識
論
了
義
燈
乞

（３）

又
如
婆
沙
七
十
三
云
。
一
音
者
梵
音
。
若
支
那
人
来
在
会
坐
。
謂
仏

為
説
支
那
音
義
。
此
通
法
詞
。
又
云
。
貧
行
者
来
在
会
坐
。
聞
仏
為

説
不
浄
観
等
。
此
即
唯
法
。
（
慧
沼
「
成
唯
識
論
了
義
燈
』
）
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法界が顕現させるもの

ま
で
．
音
」
を
、
感
ず
る
側
、
つ
ま
り
聴
く
側
に
と
っ
て
の
問
題
だ
と
述
べ

る
。
教
え
を
得
る
各
目
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
機
会
が
。
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
「
声
の
清
浄
な
る
を
梵
音
と
為
す
」
に
至
っ
て
、
「
梵
音
」
と

い
う
名
の
「
一
音
」
が
人
間
諸
言
語
と
区
別
さ
れ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
る
。

「
梵
音
」
が
こ
の
よ
う
な
超
越
言
語
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
点
を
、
さ

（４）

ら
に
重
視
し
た
の
が
善
珠
で
あ
っ
た
。
先
に
挙
げ
た
「
中
印
度
人
」
や
「
至

那
」
を
巡
る
問
答
は
、
ま
さ
に
そ
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
慧
沼
の

言
説
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
善
珠
の
方
が
具
体
的
な
国
の
言
語
を
念

頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

決
し
て
「
中
印
度
人
」
の
言
語
で
は
な
い
如
来
の
「
一
音
」
は
、
「
至
那
」

人
が
聴
け
ば
そ
の
音
に
な
る
と
善
珠
は
説
明
す
る
。
従
っ
て
．
音
」
を

聴
く
者
の
国
の
言
語
で
あ
れ
ば
、
諸
国
の
諸
言
語
は
同
等
で
あ
る
。
唐
と

日
本
国
を
同
等
に
位
置
づ
け
る
よ
う
な
根
拠
と
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
認

識
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

慧
沼
は
聴
く
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
認
識
を
示
し
て

（５）い
る
。
す
な
わ
ち
、
聴
聞
と
は
仏
に
会
う
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
正
法
や
像
法
の
世
に
仏
果
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
。
こ
う
し
た
認
識
は
、
宣
化
天
皇
以
前
が
仏
教
国
で
な
か
っ
た
と

歴
史
を
語
る
景
戒
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。

亦 名 言
名 無 値
無 仏 仏
仏 世 者
０ ０ ０

便 不 有
無 爾 仏
仏 但 教
滅 取 法
得 仏 従
声 自 他
聞 在 聴
果 世 聞・名亦
為 名

雪値値沼囎雌
弓

成 若 錐
唯 仏 有
識 滅 仏
論 已 教
了 正 無
義 像 人
燈 等 伝
ご 法 説

お
わ
り
に

唐
が
日
本
国
と
並
立
す
る
「
他
国
」
で
あ
る
こ
と
で
、
『
冥
報
記
』
や
『
般

若
験
記
』
の
奇
瑞
も
、
日
本
国
の
奇
瑞
と
並
置
さ
れ
る
。
そ
れ
を
超
越
言

語
．
音
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解
を
生
む
こ
と
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
仏
典
へ

の
注
釈
が
付
加
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
の
共
通
性
も
見
え
て
く
る
か
と
思
わ

れ
る
が
、
以
下
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

※
経
典
類
の
引
用
は
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
大
正
蔵
に
よ
る
。
な
お
『
阿
毘

達
磨
大
毘
婆
沙
論
」
は
『
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
毘
曇
部
十
」
（
木
村
泰

賢
訳
）
を
、
『
成
唯
識
論
了
義
燈
」
は
『
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述
部
論
疏
部

十
九
』
（
西
尾
京
雄
・
富
貴
原
章
信
訳
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
考
と
し
た
。

『
日
本
霊
異
記
』
は
岩
波
新
古
典
大
系
本
（
出
雲
路
修
校
注
）
に
よ
る
。

『
本
願
薬
師
経
紗
』
は
日
本
大
蔵
経
に
よ
る
。

注
（
１
）
例
え
ば
田
村
圓
澄
『
古
代
朝
鮮
と
日
本
仏
教
」
（
講
談
社
学
術
文

庫
一
九
八
五
）
な
ど
は
、
仏
教
が
遅
れ
て
伝
来
し
た
こ
と
す
ら
も

日
本
国
の
優
越
と
読
み
解
く
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
信
仰
上
の

根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
菩
提
流
支
に
つ
い
て
は
道
端
良
秀
「
南
北
朝
の
仏
教
思
想
と
信
仰
」
含
改

訂
新
版
中
国
仏
教
史
一
（
一
九
六
五
、
初
版
は
一
九
三
九
）
な
ど
を
参
照
。

（
３
）
現
存
の
テ
キ
ス
ト
で
は
巻
第
七
十
九
で
あ
る
。
善
珠
も
七
十
九
で

は
な
い
か
と
記
し
て
お
り
、
誤
記
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
４
）
善
珠
の
「
一
音
」
に
つ
い
て
は
渡
部
「
八
世
紀
日
本
国
の
「
三
時
」

１
基
か
ら
善
珠
へ
の
注
釈
活
動
を
手
が
か
り
に
」
含
仏
教
文
学
』

三
四
二
○
○
九
・
三
）
、
「
終
わ
ら
な
い
聖
典
ｌ
善
珠
の
ま
な
ざ
さ

れ
る
体
験
ｌ
」
含
古
代
文
学
会
叢
書
第
五
集
』
二
○
一
○
年
刊

行
予
定
）
に
論
じ
た
。

（
５
）
こ
の
理
解
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
つ
い
て
は
国
訳
一
切
経
（
西
尾
京
雄
．

富
貴
原
章
信
訳
）
の
解
題
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
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